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地学系自然史博物館の理想と現実

糸魚川淳ニュ)

1.はじめに

江戸時代の終りに,アメリカやヨｰロッバヘ使節とし

て出かけた日本人はあちこちで博物館を見た.そのこと

は,いろいろな形で記載されているが,呼び方は｢百物

館｣,r博物所｣,｢展覧所｣,｢百貨貯蔵所｣,｢博物館｣な

ど,さまざまである･やがて,博物館という呼び方が,

福沢諭吉の｢西洋事情｣(明治3年,1870)によって一般

的になっていった.

そして,r文部省博物館｣の名で計画された博覧会が,

明治5年(1872)3月から開催された.盛況であったの

で,会期が延長され,終った後も定期的に公開されるよ

うにたった.博覧会から博物館へ移行したのである1

その後,この博物館はいろいろな経緯を経て,明治8

年(1875)に･内務省の博物館と文部省の博物館の2つ

に分かれる･前者は現在の東京国立博物館,後者は国立

科学博物館である･文部省の博物館は東京博物館,教育

博物館(第1図)など,名前を変えたから,自然史資料

を中心に扱い,現在まで続いていることにたる.

こうした初期の時代から100年以上たって,現在の日

本では,博物館は花盛りである･戦後しばらくして始ま

った各種の博物館建設は現在も続き,1年に100館近く

が誕生している･その結果として,1988年の終りで約

4,700館,21世紀には7,400～11,300館にたるだろうとい

う予測さえ生れている･これだけの数にたると,実に多

様な博物館が存在する｡国立･県立の欠きたものから個

人の小さたものまで,内容も美術･歴史･考古･自然史

･理工･産業だと,動･植物園や水族館まで含まれる.

運営のしかたもさまざまである.性格もいろいろで,研

究を主とするもの,観光めあてのもの,個人コレクショ

ンの公開まである.

日本博物館列島と呼んでもよいようた現状の中で,自

然史博物館はどうであろうか.自然史学は明治の初め,

博物学と名づけられ,奇しくも博物館とよく似た名前を

もっていた.｢もの｣を対象とする点で強い共通性があ

第1図教育博物館の景(日本名所図絵巻3

1889より)

り,違和感はたい.むしろ,“博物学"=自然史学は博

物館に深くかかわる分野である,といえよう.

自然史,とくに地学に関係の深い博物館を中心とし

て,博物館の現状,問題点,これからのあり方だどを探

ってみたい.

凄.博物館の基本と機能

博物館の基本と機能についてはすでに何度か述べてき

た(糸魚川,1979.1982など).また,多くの人によって,

さまざまだ議論がだされて

いる(たとえば,新井,1979)･

その概要は第2図のように

まとめられる.手短かに説

明すると,｢人｣がいて,

ある｢もの｣に興味をも

ち,｢収集｣を始める.それ

を整理してr保存｣し,調

べる(r研究｣)･保存の場と

して,また,公開のために

r建物｣をつくる.そこで

第2図博物館の基本と機能

は,｢展示｣が行われる.

1)名古屋大学理学部地球科学教室:〒464-01名古屋市千種

区不老町
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ものについて,さらに広く･深く理解してもらうため

に,｢普及･教育｣の行事が行われる･このようにして

博物館は成立し,機能するようにたる.そして,博物館

活動として継続Lて行われることになる.

さらに,博物館の機能を整理してみると,大きく2つ

の側面をもつといえる(第3図).基礎となる研究面とそ

の応用である教育面である｡研究面は収集･保存･研究

などで,この面から発
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第3図博物館機能の2つの側

面

3.日本の自然史系博物館

展して,教育面(展示

･教育･普及だと)が盛

んにたってゆく｡博物

館は基本的に研究･教

育に関わっていて,大

学などの学校教育機関

や,研究所などと共通

のものといえる.た

だ,現状では,図にも

示したように,活動の

中心がかたよってい

て,バランスがとれて

いたいことが多い,と

いえよう.

それでは,日本における自然史系博物館の実体はどう

であろうか.まず,数であるが,基礎デｰタとして,

｢博物館･情報検索事典｣(丹青総合研究所,1986)の中

の博物館リストを使用する｡博物館の総数は4,057とた

っているが,動･植物園,水族館を除くと,3,673館と

たる､それを,都道府県別に一つ一つチェックし,自然

史系カ㍉また,その中に地学分野を含むかどうかを調

べ,数をあたる･地方ごとに整理すると,次のようにた

る.

数自然史系の教

全国4.057382

(動物園たどを含む)

全国3.673382

北海道32249

東北33738

関東53966

東京27013

中都90299

近畿46333

中国32017

四国15520

九州36547

(動物園などを含まない)
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まず,自然史博物館について見ると,数では全体の約

10%前後を占めている｡地方別では,北と南で率が高

い､美しい自然があって,対象とたるのであろう.一般

に東京以西,中国へかけて低くたるのに,中部で高いの

は,やはり変化に富む自然によるものであろうか･東京

･近畿は都市型で,逆に美術館などが多いことも原因し

ていると思われる､

県別に見れば,多い方では沖縄(25･6%),高知(21･9

形),秋田(19｡吻)がベストスリｰで,群馬,北海道,

熊本が続く.少たい方は島根,広島,大阪,福岡,東京

の順で,いずれも5岩を割る.

自然史系の中で,地学分野を含むものは50老以下で,

20～30%が普通である.博物館全体の中では5%以下,

東京,近畿では2劣以下で,きわめて少ない.詳細が不

明た面があるので,もう少し多いかもしれたいが,数の

点で見ると,人文系,美術館に比べて,自然史系の博物

館は少なく,地学分野を含むものはさらに少ない.

少し古いデｰタだが,世界の自然史系博物館の状況を

調べたことがある(糸魚川,1982).全体的に見ると,20

%以上の国が多く,東ドイツのように,50名に達する国

もあった.日本の自然史系博物館はまだ不十分た発達過

程にあるといえよう.

自然史系博物館といっても,そのあり方はさまざまで

ある･大きく6つに区分され,次のような割合にたる･

総数自然史総合館合併館大学ビジタｰ観光

(他分野と)センタｰ

㌸㈱�����㈷

(%)37,615,220.73,715.77･1

主体とたるのは左よりの3つのタイプである.大学博

物館の少たいのが特徴的である.

設立年を見ると,戦前のものはきわめて少なく,4名

以下(14館)に過ぎたい.1970年以降が多くなっている.

地学分野の館では,数は多くはないが単独での館があ

る.化石,鉱物,火山,鉱山などを主体としたもので,

小さい館が多いが,個性的改ものが見られる･個人コレ

クツヨンのものも含まれる.総合館(県立･市立)には地

学分野が含まれることが多い･自然史博物館にもその多

くに,とくに大規模な館には地学分野があり,活動的た

館が多い･大学博物館は数が少ない上に,人的･経済的

制約の多い所が見られ,外国に比べて見劣りがする.歴

史のある大学(たとえば,東北大,京大など)にそれがたい

のは淋しい限りである.

このように,地学を含む自然史系博物館は実に多様で

ある.外国に比べて,また,他分野と比較Lて不十分で

はあるが,館によっては活発に活動L,十分な効果を挙

げている所もある.一方,つくられたままで進歩のたい
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館,活動的でたい館もある.博物館における地学分野は

さらにレベルアップを考えたげれぼならない､

4.博物館の現状

博物館を考える上で重要なことについて,いくつか検

討して見る･まず,基本では｢人｣のことがある.｢人｣

の中では学芸員が重要た地位を占める､外国のキュレｰ

タｰと比べて,また,図書館における司書と比べて,学

芸員は十分に評価され,処遇されていないことが多い.

第2図に示した博物館の機能をつかさどるのは学芸員で

あり,学芸員こそ博物館の中心であるといえる.

学芸員についての認識が足りないことは,その数を見

てもわかる｡一例として,日本地質学会の名簿(1988)

から,博物館職員を選んで見た･正会員4,784名中84名,

1.8房である.その内訳は国立16,県立31,市立21,町

立7,大学5,その他4である.日本古生物学会の名簿

(1989)では,会員728名中41名,5.6房でやや高い.い

ずれにしても,学芸員をおかたい館があり,先に述べた

博物館数と比べて,いかに少たいかがわかる.

位置づけの低いことは,学芸員の職務の内容にもかか

わっている･自ら雑芸員と呼ぶ人があるように,多様た

仕事をこたさざるをえたい立場にある.本来,博物館の

業務は複雑たので,止むを得たい面もあるが,しわよせ

が研究の面に及ぶことが多く,問題である.

rもの｣一資料一についても多くの問題がある.第1

に,博物館の基礎であるにもかかわらず,rもの｣を用

意しだいで博物館がつくられることがある.そして,そ

れがそのまま過ぎれば,何の蓄積もたいことにたる.

自然史,とくに地学分野では,限られた国土の中で,

多くの制約を受けている.質と量の問題,自然保護との

からみ1資料の偏在などである･最近では,資料を外国

に求めること(購入･採集など)が多くたったが,ここに

も問題がある.価格の上昇,保護の問題などである.い

ずれにせよ,かつての欧米諸国がやったようた掠奪だけ

は避けたい.札束にものをいわせるのも,一種の掠奪で

はたいだろうか.

次に･博物館における研究を考えて見ると,博物館に

おいて特別たことがあるのではたいが,似合った,特色

を出す研究･というのが考えられる･1つは｢もの｣を

対象とする研究であり,第2には地域に根づいた研究で

ある･地学分野は本来その面をもっているのでやりやす

い･そして,自らの地域から日本･世界の規模へ広げれ

ぱよいのである.

このようた研究は直接展示に反映できる.たとえば,

写真1は瑞浪市化石博物館の,貝類の展示であるが,豊
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写真1瑞浪市化石博物館の貝の展示

富た材料があり,かつ,それがよく研究されているの

で,充実したものになっている.開館時の展示はその後

の収集･研究の成果をとり入れて5年後につくりかえら

れ,よりわかりやすい,内容のあるものにたった.

展示は一度つくっておしまい,の時代が過ぎ,5～10

年の期間での展示替えが行われるようにたってきた.内

容が新しく変るということだげでなく,新しい方法･技

術が導入されている.音･映像などがとり入れられ,こ

れまでの,もの資料･パネル･ジオラマたどによる展示

と,どう調和させてゆくか,努力が続けられている.

5｡これからどうするか

これまで見て来たように,日本の博物館は地学分野,

自然史ということに限らず,よい面･悪い面を含めて,

極めて多様である｡同時に,将来を考えた時,多くの問

題を含んでいる･特に,これだけ博物館が多くだり,か

つ,似たような,もっと面白い施設がふえてくると,博

物館へ来るlr人びと｣の気持がどう変るか,大きな問

題がある.来館者が多いだげがよし悪しの基準ではない

が,人の来たい博物館は淋しい.21世紀は博物館のサバ

イバル時代とたりそうである.

それではどうしたらよいか･いろいろな視点から見て

みたい｡まず,｢人｣であるが,意欲ある,すぐれた人

をどんどん博物館へ送りこみたい｡大学や研究機関,博

物館相互の人的交流も必要である｡学芸員の地位を確か

にするためには,研究･教育の両面でのグレｰドアップ

が必要である.とくに,基礎としての研究をぜひ重視し

て欲しい･さらに,運営に関して,事務職の人にまかせ

きるのでたく･積極的に発言したい･また,学芸員の仕

事の内容を,同僚･上司に理解Lてもらうことも必要で�
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写真2廊下に積まれた標本(名古屋大学)

ある･学芸員は博物館の柱である.辛くて困難なことが

多いが,乗り切って欲しいものである.

｢もの｣についての問題は,いかに多くのものを収集

し,保存するかということにつきる.集めるには,いろ

いろなやり方がある･採集する,買う,寄贈を受ける,

つくる(レブリヵ)などである･これらが問題を含んで

いることはすでに述べた｡考えられることの一つに,流

通の問題がある｡多くの標本資料が死蔵されたままとた

っていることがある､大学派とは,その多くが収蔵庫を

もたず,廊下に積み上げられ(写真2),ほこりをかぶ

り,果ては棄てられることさえある.これらの標本を博

物館へ,と考えるのは無理なことだろうか.個人のコレ

クションはしほしぼ当人の手を離れると,散逸Lたり,

管理が不完全にだったりする.最終的には博物館へ入る

のが一番よい.寄贈するか,売却するか,それはその時

の条件によるだろう.

レプリカは｢本物｣カミ手に入らない場合の代用として

十分に効果をもっている(写真3).日本の製作技術は本

物と見まがうほどのものをつくり上げている.ただ,同

じものがあちこちにあるという問題が出てくるが,博物

館の間で調整することは可能であろう.要するに,｢も

の｣についてはできるだけ掘り起し,広く行きわたらせ

ることにつきると思われる.

博物館はこれから先,自然史研究のとりでとなるだろ

う.日本における学問のすう勢はこの分野を軽視する方

向に向うように見える.自然環境の問題を考える上で重

要た分野であるが,現実はきびしい.その対応のために

も,博物館における研究はさらに深く･広くすすめねぽ

たるまい.

このことに関連して,自然保護の問題がある･動植物

写真3豊橋市自然史博物館の展示

のみたらず,化石･鉱物を含めた地質現象も対象とな

る･乱獲の他,建設工事による破壊が大きい･早急な対

応が望まれ,それは地域の博物館の担う仕事である.

地学系の自然史博物館をつくるとしたら,これから,

どんなものが考えられるだろうか.領域として,海洋,

第四紀,環境,地震,応用地質などが考えられる.地域

と関連させて考えたらより効果的であろうと思われる.

館の種類としては,大学博物館が望まれる.大学には

十分な材料(もの)とスタッフ(人)が揃っている.開

かれた大学のツソボルとして,畦ひ博物館をつくって欲

しい.

最後に,21世紀へ向げて,社会は急速に動いている.

博物館もそれに対応して活動し肢げれぽならたい.考え

られる事象として,両極化がある.いくつかの例を挙げ

れば,多様化一一様化,国際性一地域性,動的一静的,

遊び一学びたどである.十分に説明するスペｰスがたい

が,一言でいえば,変化に富んだ世界になるということ

である･それぞれの博物館が十分た対応をして,活発に

活動し,多くの人びとを博物館に迎えて欲しいと思う.
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